







その他のタイトル An Analytical Perspective of Male in DV
Families : A Critical Examination about













l責 2002: 70) 
一度でも僕が彼女をi投ったりしたら，彼女は出ていくにきまっているから，












































2. 1 家庭内で発生する暴力の一部として DVをとらえる視産
2.1.1 ライフコース的視点からみる暴力の連鎖
現在 DVと呼ばれる現象に関する先駆的な研究として熊谷文枝の一連の研究が





れていることを指摘している(熊谷 1981 : 11など). 
そうしたなかで熊谷は，夫婦問の暴力の発生要因として，男女に割り当てられ
た社会構造にもとづく地位の差を指摘している(熊谷 1979 : 44).特に日本に
おいては，女は男に黙ってしたがうべきとする伝統的観念や，夫婦問でのコミュ
ニケーション不足，第 3者による介入を拒むなどの当事者による消極的な態度と









であると熊谷は主張している(熊谷 2004 : 159 -161 2005: 59 -60). そのう
えで熊谷は，こうした視座こそ暴力の連鎖をとらえることのできる視産であると































(上野 [2006J2012: 30-31). さらに上野は，プライパシーの保護という名目
のもと私的領域への公権力の介入が忌避されることで，家父長である男性のDV
が非犯罪化されてきたと指摘しているω(上野 [2006J2012: 27 -28) . 
こうしたフェミニズムの問題意識を共有した男性学の立場から， DV男性加害
の原因が説明されている.伊藤公雄は， I男らしさ」を獲得するうえで男性が学
習する感情表出の規則にDV男性加害の原因を求めている(伊藤 2003 : 256). 
また中村正は，その規則にくわえて感情を処理することのできる場である f感情
共同体Jとしての近代家族の機能にDV男性加害の原因をもとめている(中村



















































識からではなく性別 (sex) をめぐる常識的知識 (folklore)からみちびかれたも
のであることを明らかにしている.そのうえで，専門家の説明の「事実性jにで
はなく信濃性に目を向けることが社会学的に重要な論点であると指摘している 16)





日本における構築主義的な視座から DVを論じる研究には宮国久栄 (2001) や
大庭絵里 (2009)，大賞挙学・藤田智子 (2012) をあげることができる.









































































作動するありさまを検討している(草柳 2004 : 211 -212) .そのうえで íI1~]題」
が「構築」されない状況とは，人々の実践のなかで「社会の現状を開題化する試
みjが)奇縁化されることをつうじて生じるものととらえかえされている.































































































































力を適応失敗の r<ネガテイブ〉な結果J(井上 2011 : 22) としてとらえるた














主張する専門家によってJ(Loseke and Cahill 1984 : 306). 





(9 ) 大頁 (2014)では，他の刑事裁判過程の比較検討から刑事司法の「論理jに
関するジェンダー論的な考察が深められている.
(10) ここでの「知識jとは「そこにないもの，あるべきもの，あってよいはずの
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